




［読者の方々へ］
本書に記載されている診断法・治療法については，出版時の最
新の情報に基づいて正確を期するよう最善の努力が払われてい
ますが，医学・医療の進歩からみて，その内容がすべて正確か
つ完全であることを保証するものではありません．したがって
読者ご自身の診療にそれらを応用される場合には，医薬品添付
文書や機器の説明書など，常に最新の情報に当たり，十分な注
意を払われることを要望いたします．
本書におけるDSM─5の病名については，原則として日本精神
神経学会 精神科病名検討連絡会作成「DSM─5病名・用語翻
訳ガイドライン」に即しました．
 中山書店
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　本書は『子どもの心の診療シリーズ』全 8巻のスペシャ
ル・イッシューとして，子どもの心の診療に携わる医師や
その他の職種の専門家が身近に置き，臨床上のヒントを求
めて気軽に参照できることを目的として，シリーズ各巻に
関与した著者陣に加え新たな多数の著者に依頼して取り組
んだガイドブックである．
　題名を『子どもの心の処方箋ガイド─診察の仕方／診断
評価／治療支援』としたのは，若き初心者を含む子どもの
心の診療にあたる臨床家が診断や治療・支援をめぐり持っ
た疑問や迷いに，すぐに役立つ答えを提供することを目指
したという意味で「処方箋」という用語を採用したもので
ある．したがって，子どもの心の診療に必要と考える基本
項目を可能な限り採用し，それに可能な限り具体的でコン
パクトな解説を行うことを各項目執筆にあたってのコンセ
ンサスとした．
　本書は，I として「診察の仕方・診断評価法」，II として
「精神医学的治療・支援法」，III として「各障害群の診療の
仕方」と大きく 3領域に分けたうえで，そのおのおのに小
項目を設定するという構成になっており，各項目執筆者は
可能な限り共通のフォーマットで解説することを課せられ
ている．このため本書は一種の小事典と呼べるものとなっ
ており，臨床現場ですぐに参照できるヒント集となっている．

序
本書の使い方
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　同時に本書は，子どもの心の診療についてのアウトライ
ンを知りたいと希望する当該領域以外の医療関係者や，教
育，児童福祉，障害福祉，母子保健など関連領域の専門家
が手軽に手に取り，疑問な点の明解な回答を得ることがで
きる必携の書となることも目指している．
　本書は，各項目の内容をあくまで目の前の疑問に答える
という水準に限定することで，厚すぎるガイドブックとな
らないことを心がけた．そのため，本書の表現では物足り
ないという読者も多数存在すると考えられるが，その際に
は本シリーズ各巻に収めた該当する章を参照することを推
奨したい．

　2014 年 2 月
 齊藤万比古
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